
現在では、ほとんどの企業が大量のデー
タを収集／利用しています。しかし、従来
のアーキテクチャと既存のインフラでは
容量と機能が十分でないため、データ全
体を一度にまとめて処理できるような超
高速分析を実行することはできません。

また、さまざまなデータや非定型（アドホッ
ク）分析、一回限りのレポートに関する要
求が増え続けており、依頼を受ける IT部
門は身動きが取れない状況に置かれてい
ます。その結果、意思決定に必要なレポー
トの作成や重大な疑問に対する解答の入
手に時間がかかり過ぎるケースが頻発し
たり、ときには不可能な場合もあり、意思
決定者の不満は募る一方です。さらに、
iPad®やAndroidタブレットなどのモバイ
ルデバイスによるアクセスを望む声も日
増しに高まっています。

SAS Visual Analyticsは、使いやすい動
的なインターフェイスと強力なインメモリ・
テクノロジーを組み合わせて、あらゆるタ
イプのユーザーがデータを視覚的に探索
できる環境を実現します。何十億件もの
データの相関分析を数分または数秒で完
了し、データの意味に対する深い洞察を
獲得し、必要に応じていつでもWebレポー
トやモバイルデバイスを通じて結果を共
有できるようになります。

主な利点

• すべてのユーザーにデータの探索手
法と高度で使いやすい分析機能を提供
し、より優れた意思決定を支援
SAS Visual Analyticsでは、さまざまな
タイプのユーザーが、利用可能な全デー
タを対象に、徹底した探索を短時間で行
うことができます。高速化のためにデー
タの一部を抽出したり、サンプリングし
たりする必要はありません。直感的に操
作できる使いやすいWebインターフェ
イスを備えているため、これまで以上に
幅広いユーザーが分析機能を利用でき、
誰もが革新的な洞察を獲得できます。
ユーザーが選べるオプションも増えて

おり、より高い精度で意思決定を行い、
以前よりも短時間で成功を導くことが
できます。

• 複雑な疑問への答えをより迅速に提供
することで、分析担当者の業績への貢
献をサポート
SAS Visual Analyticsでは極めて高速に
結果が得られるため、より高い精度で的
を絞った分析を行うことが可能になり、
データ発見／探索のプロセスが強化さ
れます。分析に詳しいユーザーは、膨大
なデータからチャンスや懸念事項が潜む
領域を短時間で突き止め、さらに詳細な
次の調査に素早く進むことができます。

• 情報共有とコラボレーションの向上
分析スキルがそれほど高くないユー
ザーも含めた幅広いユーザーが、Web

やAdobe PDFファイル、iPadなどのモ
バイルデバイスを通じてレポートやグラ
フを素早く表示／閲覧／対話操作でき
る一方で、IT部門はその基盤となるデー
タやセキュリティに対する制御を維持で
きます。SAS Visual Analyticsを活用し
て適切な情報を適切なタイミングで適
切な担当者に届けることで、生産性と組
織全体の知識レベルが向上します。

• 必要な情報をユーザーが自力で利用
できる新しい方法を提供することで、
IT部門を解放
必要とするデータ量や表示方法が異な
るユーザーからのさまざまな要求、非定
型レポートや一回限りの情報要求など、
日常的に絶え間なく寄せられる依頼へ
の対応作業から IT部門を解放すること
ができます。SAS Visual Analyticsを導
入すると、IT部門が複数のユーザー向
けにデータをロードおよび準備する作
業も容易になります。一旦データのロー
ドが済んで利用可能になると、ユーザー
は自力で動的にデータを探索し、レポー
トを作成し、情報を共有できます。

• データ量の増加に柔軟に対応
SAS Visual  Analyt icsには、EMC

GreenplumとTeradataの汎用ハード

SAS® VISUAL ANALYTICS

迅速かつ視覚的にデータを探索し、レポートを作成し、
Webやモバイルデバイスで共有

主な機能

SAS Visual Analyticsでは、高度で使
いやすい探索的分析を実行して、どの
ような量のデータからでも深い洞察を
得ることができます。データのサブセッ
ト化やサンプリングを行う必要はありま
せん。ハイパフォーマンスなインメモリ
処理により、量の大小に関係なく利用
可能なデータをすべて活用し、以前は
不可能だったスピードで、はるかに正確
な洞察が得られます。

ビジネスメリット

多数のユーザーによる大量データの同
時探索を可能にする機能と、SASソフト
ウェアの強力なハイパフォーマンス・ア
ナリティクスの組み合わせにより、企業
内や組織内のデータを活用して予想も
しなかった洞察を導き出し、複雑な問題
に対する解を求め、より優れた意思決
定を迅速に行うことができます。視覚
的なレポートやKPI（重要業績評価指標）
を用いたデータ発見プロセスから得た
情報を、Webやモバイルデバイスを通
じて容易に共有することもできます。

対象ユーザー

一般のビジネスユーザーや意思決定者
からアナリスト、統計専門家、データ・サ
イエンティストまで企業や組織のあらゆ
るユーザー向けに、データ発見とデータ
探索の機能を提供します。また、IT部門
スタッフがデータやシステムを保護・管
理し、全ユーザー向けに堅牢性と安全性
を容易に確保できる手段も提供します。
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を実行できます。そして IT部門は、データ
の新しい表示方法（ビュー）や一回限りの
レポート生成を求める依頼への対応に追
われることがなくなります。

視覚的なデータ探索
IT部門がデータソースからSAS LASR 

Analytic Serverにデータをロードした後
は、すべてのタイプのユーザーが SAS 

Visual Analyticsを用いて視覚要素や対
話操作を頼りにデータを探索して、情報
や洞察を獲得したり、さらなる分析を行う
ためのパターンや傾向を見つけたりでき
ます。対話的に操作できるWebベースの
探索的分析環境は、分析経験のないユー
ザーも含めた幅広いユーザーに適した多
くの機能を備えており、分析の適用範囲
を広げ、より精度の高い洞察を得ること
ができます。

非技術系のユーザーでも、表示する項目
をサイドバーから選択するだけでクエリ
の作成や変更が行え、データ項目のフィ
ルタリングやグループ化も動的に操作で
きます。幅広いユーザーがデータの意味
を理解し、分析がもたらす洞察を獲得で
きるように支援するその他の機能として

とにより、SAS Visual Analyticsでは特別
な設定を必要とせずに、大量データの超
高速処理をすぐに実行できます。

IT部門向けの環境とデータ管理機能
SAS Visual Analyticsは、幅広いユーザー
の情報活用を支援します。IT部門向けの
使いやすい管理ツールを備えているため、
IT部門は単一の作業環境を設定・運用す
るだけで、業務部門のユーザー、データ・
サイエンティスト、その他の情報利用者が
共通のアプリケーション環境で各自の役
割を果たすことのできる分析基盤を提供
できます。ITスタッフとデータアーキテク
トは、複数のユーザー向けのデータのロー
ドと準備を容易に行うことができます。デー
タ構造を誰もが理解できる形式に変換す
る作業や、一貫した方法でビジネスルール
を定義・適用する作業も簡単です。ユー
ザーがどのデータにアクセスでき、どの
データを取得できるかの権限や、利用でき
るデータ量を制御することが可能なため、
IT部門はユーザーの生産性や柔軟性を損
ねることなく、データの適切なコントロー
ルを維持できます。データのロードが済ん
で利用可能になった後は、ユーザーは各自
の権限に応じて自在にデータ探索や検索

ウェアやデータベース・アプライアンス
を使用するオプションも用意されていま
す。パフォーマンスの最適化と高度な拡
張性を実現するためにいちから専用設
計されたオプションにより、どのような
規模の組織のニーズにも対応します。

製品概要

SAS Visual Analyticsは、ハイパフォーマ
ンス・アナリティクスと極めて視覚的で使
いやすい探索インターフェイスを組み合
わせることで、超大量の企業データから超
高速で価値を引き出すことを可能にする
製品です。これにより、難しい課題の解決、
業績の向上、リスクの緩和など、あらゆる
ビジネス課題について、以前は想像もでき
なかったような解決策やその機会を迅速
かつ高い信頼性で見出すことができます。

ハイパフォーマンスの中核を担う 

SAS® LASR™ Analytic Server

SAS LASR Analytic Serverは、SAS 

Visual Analyticsの基盤として、分析計算
を高速化する画期的な機能を提供します。
このサーバーが提供するインメモリ機能
と超並列処理（MPP）環境を活用できるこ

SAS Visual Analyticsでは、すべてのタイプのユーザーが
データを容易に、かつ超高速に探索し、新しいパターンや傾向
を素早く発見することができます。（上）自動予測機能がデータ
にもとづいて最善のアルゴリズムを選択します。（右）ジオマッ
プは、レポートに挿入できる多彩なビジュアルの1つです。



は、ドラッグ&ドロップ機能と自動チャート
作成機能があります。自動チャート（図表）
作成機能では、選択したデータに最も適
したチャートが自動的に選択されます。ま
た、すべてのユーザーが確実にデータの
意味を理解できるよう支援する工夫とし
て、吹き出し方式の画面の中に、複雑な分
析機能やデータ相関についての説明が
表示されるようになっています。

その一方で、分析に詳しいユーザーは、
大量のデータから、より短時間で、より容
易に傾向を特定し、意味を見出すことが
できます。さらに詳しい分析を要する領
域を特定するために日々、試行錯誤を繰
り返すといった作業のほとんどが不要に
なります。アニメーション・バブルチャート
など、説得力のあるさまざまな可視化手
法が用意され、自由に選択して結果を表
示できるため、誰もが短時間で新たな洞
察を見つけ出すことが可能です。

セルフサービス型の使いやすい分析
インメモリのSAS LASR Analytic Server

により、どのような規模のデータも簡単に
処理し、分析することができます。さまざ
まなスキルレベルに合わせた多彩な分析
機能が用意されているため、幅広いユー
ザーが無理なくデータを探索できます。
新しいスキルの習得や IT部門への依頼
は必要ありません。

極めて多くの変数を扱う場合でも、ごく簡
単にデータを探索し、変数間の相関関係を
探すことができます。新しい自動予測機
能により、最善の予測アルゴリズムをユー
ザーが判断する必要はなくなります。代
わりにSAS Visual Analyticsが、選択さ
れているデータに最適な予測手法を自動
的に選択して、動的に予測を作成します。

ユーザーがその場で自分で組み立てられ
る階層構造により、データアナリストが IT

部門に日常的に助けを求める必要もなく
なります。階層構造内で上下のレベルに
移動する操作も簡単で、データを任意の
切り口で分析できます。この機能は、より
大量のデータをより素早く探索したいと
考えている上級アナリストに大いに役立
つほか、技術に詳しくないユーザーのた
めにデータ構造の複雑さを隠す効果もあ
ります。誰もが対話的な操作でデータの
レベル間を容易に移動できます。

主な機能

ハイパフォーマンスの中核を担うSAS® LASR™ Analytic Server

• インメモリ・アナリティクスを活用して、探索と分析を超高速に実行。
• 多数のノードでの並列処理を実行できるように分散コンピューティング環境向けに最適化された
「SAS High-Performance Analytics環境」を構築。

• ワークグループや部門向けにシングルサーバー・モード（SMP環境）でも実行できる。
• 一から専用設計したHadoopとの統合機能により、パフォーマンスの最適化と高度な拡張性を実現。
• パートナーのEMC GreenplumとTeradataが提供する汎用ハードウェアやデータベース・アプ
ライアンス上でも利用できる。

IT部門向けの環境とデータ管理機能

• 企業でのユーザーの認証と情報への権限付与がすべてのSAS Visual Analyticsコンポーネン
ト間で一貫しており、データガバナンスと ITポリシーの実装を支援。

• データはその量、必要な更新頻度、拡張性の要件にもとづいてインメモリ・サーバー内に準備される。
• テーブルの結合、カスタム数式の作成とカスタム計算項目の定義など、分析用データを視覚的な
操作で準備。

• ユーザー、サーバー、データなどのSAS企業情報資産を管理するためのWebベースの単一のイ
ンターフェイスを提供。

視覚的なデータ探索

• あらゆるタイプのユーザーを考慮した、対話的に操作できるWebベースのデータ探索モード。
• 自動チャート作成機能により、 分析用に選択されたデータ項目にもとづいてデータタイプに最適
なチャートが自動的に選択される。例えば、測定項目が1つの場合はヒストグラムが、2つの場合
は散布図が、3つの場合はバブルチャートが選択される。

• マップビューにより、地理空間データも即座に理解できる。
• 吹き出し方式のヘルプガイダンス機能により、変数間の関係が自動的に識別され、説明が表示さ
れる。

• インメモリのサーバー・データソースを探索できる。
• 3D表示など視覚効果を向上するためのグラフィックスキンを適用できる。
• ボックスプロット（箱ひげ図）、ヒートマップ、バブルチャートなど、説得力のある可視化手法が利用
できる。

• グリッド線の表示の有無を切り替えたり、軸を調整して表示を最適化したりできる。
• 表示する項目をサイドバーから選択したり、フィルタリングやグループ化を動的に実行したりする
ことで、クエリを変更できる。

• 数多くの要素を含んだチャートでも、サイズ変更可能なバーを操作することにより、多くのレコード
（数多くの項目値）からデータセットの一部分を取り出すことができる。

• 最小、最大、平均といった統計情報を視覚的にわかりやすく表示できるため、特定の測定項目の概
要を感覚的に把握できる。

• 新しい予測機能がデータの探索を支援するため、将来の動向を明らかにできる。

セルフサービス型の使いやすい分析

• どのような規模のデータの分析でも、インメモリのサーバーソースを用いてデータセットの相関
関係を探索できる。

• シームレスに使用できるさまざまな表示モードにより、どのようなレベルのユーザーでもデータの
クエリを実行できる。

• 信頼区間を予測するリアルタイムの予測機能により、データの探索と分析の精度をさらに向上で
きる。

• 選択したデータに最適な予測アルゴリズムが自動的に選択される。
• 階層構造の任意のレベルでフィルタをかけることで、多次元データを任意の切り口で調べること
ができる。

• 階層構造内で上下のレベルへ移動することが可能。レベルごとに表示を展開または折りたたむこ
ともできる。

• 新たに計算項目を作成し、任意のビューに追加できる。
• 表示（ビュー）を保存することで、Webレポート、画像、SASモバイルアプリの形で、高度なデータ
探索機能を利用する他のユーザーと共有できる。

• ビジネスユーザーの目から、データ構造の複雑な部分を隠すことができる。

次ページに続く



ホームページであり、起動パッドとして機
能します。このハブが一元的なログイン
機能を提供するため、ユーザーは最近使
用したコンテンツの一覧を確認したり、そ
こからコンテンツを開いたり、お気に入り
の項目を追加したり、Google風の検索機
能を用いて自分に権限が与えられている
全コンテンツに対して検索を実行したり
できます。

Webベースのレポート作成と配布
SAS Visual Analyticsには、さまざまなス
キルレベルのユーザーのための多様なレ
ポート作成機能が用意されています。専
門グループや業務部門のユーザーは、IT

部門が設定した範囲内で自由にレポート
を作成できます。効率よくレポートを作成
できる、幅広いプレゼンテーション・レイ
アウトも利用可能です。グラフィカルな
データ表示オプションが豊富に用意され
ているため、ユーザーは簡単な操作で
チャートやプロット図を作成し、レポートに
組み込むことができます。ビジネス用途
のグラフィックをデザインおよび作成した
り、会社のデザイン標準に適合させたり
する作業も容易に行え、作成したレポート
はWebベースの閲覧環境やモバイル環
境向けに公開できます。

レポートの閲覧と 

モバイル・インテリジェンス
多数のユーザーがWeb、Adobe PDF、
iPadやAndroidタブレットで素早くレポー
トを開き、内容を閲覧し、対話的に操作す
ることができます。モバイルアプリは、
Appleの iTunesストアやGoogle Playか
らダウンロードして利用できます。上級ア
ナリストは、大量のデータを複数の角度
から素早く検討し、さまざまな方法でデー
タを対話的に操作できます。ユーザーは
レポートの閲覧時でも、部分的な情報だ
けではなく、すべての要因を包括的に検
証することが可能です。使いやすいコラ
ボレーション機能により、アイデアの共有
が促進され、貴重な時間を節約できます。
レポートのスクリーンキャプチャに注釈を
加えて同僚などにメールで送信でき、受
信した人も同様に自分の考えを追加でき
ます。あるいは、ビデオやオーディオの形
でコメントを収録し、同じように共有する
ことも可能です。

一元管理用のユーザーハブ
SAS Visual Analytics Hubは、すべての
SAS Visual Analyticsアプリケーションの
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主な機能（前ページより続く）

Webベースのレポート作成と配布

• レポート作成担当者向けに、直感的に操作できるWebベースのレポート&ダッシュボード作成イ
ンターフェイスを提供。

•  精度の高いレイアウト機能により、レポートのレイアウトとデザインを柔軟に行える。項目のスタッ
ク化やグループ化、「背面に移動」や「前面に移動」などの操作、その他の機能が利用できる。

• その場で階層構造を指定し、即座にドリルダウンが可能。
• グループ化や並べ替えの設定、デフォルトの書式の上書きなどが行える。
• カスタム計算やカスタムフィルタを作成できる。
• さまざまなチャートやゲージを標準で装備。棒グラフ／3D棒グラフ、円グラフ／3D円グラフ、折
れ線グラフ、散布図、ヒートマップ、バブルチャート、タイルチャートなど。どのチャートにも注釈付
きの参照線を追加できる。

• ラジオボタン、ドロップダウン／コンボ・ボックス、チェックボックス、スライダなど共通の操作要素
を簡単に統合して、フィルタリング／選択機能をレポートに追加できる。

レポートの閲覧

• コンシューマーユーザー向けに、対話的に操作できるWebベースのレポート表示インターフェイ
スを提供。

• 対話型のレポート閲覧機能は、iPadやAndroidデバイスを使用するユーザーにも提供できる。
• 対象のモバイルデバイスでレポートがどのように表示されるかを公開前に確認できる。
• ドラッグ操作など、デスクトップと同様の快適な操作環境。例えば、画面を見ながらオブジェクトの
サイズ変更を行える。

• レポートを、CSV形式やExcelデータとしてエクスポート可能。

モバイル・インテリジェンス

• iPadとAndroidのネイティブ・サポートにより、ズーム、スワイプなどの一般的なジェスチャや機
能が利用できるため、使いやすい環境を提供し、ユーザーの生産性を高めることが可能。

• データ間連携機能により、レポート作成時に定義したとおりにデータをブラッシングできる。1つ
のチャート内で項目を選択すると、他のチャートにもその選択（フィルタ）が適用される。

• オンラインかオフラインかを問わず、モバイルデバイスでレポートを安全に閲覧できる。
• レポート上でコメントを読み書きして、コラボレーションを促進できる。コメントを追加したレポー
ト情報を電子メールで関係者に送信できる。

• キャプチャしたスクリーンショットをコメントに添付し、関係者と共有できる。
• レポートの更新状況をモバイルデバイス上で確認できる。

一元管理用のユーザーハブ

• 最近使用した項目、お気に入りの項目のサムネイルが表示され、そこから項目を開くことができる。
• 各オブジェクトをSAS Visual Analytics Hubから直接開くことが可能。オブジェクトの種類（レ
ポート、チャート、探索対象のデータソース）を問わず同じように操作できる。

SAS® Visual Analytics
システム要件

SAS Visual Analyticsの詳細なシス
テム要件、ホワイトペーパーのダウン
ロード、スクリーンショットの確認、関
連資料の閲覧については、http://
www.sas.com/japan/platform/
bi/va.htmlにアクセスしてください。
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